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資源エネルギー庁

節電アクション





この夏の節電のために
本「節電アクション」をご活用下さい。

本書の使い方

●オフィスビル‥‥Ｐ3、4

●医療機関‥‥‥Ｐ9、10

●学 校‥‥‥‥Ｐ15、16

●卸･小売店‥‥‥Ｐ5、6

●ホテル・旅館‥Ｐ11、12

●製造業‥‥‥Ｐ17、18

●食品スーパー‥‥Ｐ7、8

●飲食店‥‥‥Ｐ13、14

●記入例‥‥‥Ｐ19、20

○電力消費が特徴的で、かつ汎用的な利用が可能な８業種
について、標準的な節電アクション及び効果目安をお示し
しています。チェックを行いながら、節電の取組について
ご検討いただけます。

○該当する業種（該当するものがない場合には電力消費の
構造が近いと考えられる業種）の節電アクションを利用
し、節電への取組チェックをお願いします。
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節電宣言ポスター

「節電宣言ステッカー」
事業者毎のステッカーが
作成されます。
ダウンロードし
ご活用下さい。

政府の節電ポータルサイト（事業者向け） 

政府の節電ポータルサイト「節電.go.jp」を活用して、節電行動
計画を自主的に策定・公表いただいた方は、
「節電宣言ステッカー」・「節電宣言ポスター」の活用が可能です。

「節電宣言ステッカー」・「節電宣言ポスター」を目につく場所に貼り、
 店舗の利用者や従業員の方々に周知する際にお役立て下さい。

ステッカー＆ポスター
　展開イメージ

（参考）
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http://jigyo.setsuden.go.jp



オフィスビルの節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調・照明・OA機器の電力使用を見直すことが非常に効果的です。

エレベーター 5%

の場合
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1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的なオフィスビルにおいて
は、昼間 (10時～17時)に高い
電力消費が続きます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
30%程度になります。

電力消費の内訳 (ピーク時:14時前後)

電力消費のうち、空調用電力が約48%、
照明およびOA機器(パソコン、コピー機
等)が約40%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約88%を
占めるため、これらの分野における節電対
策は特に効果的です。 

その他
7%

空調

48%
照明

24%

OA機器

16%

平均的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率

平均的なオフィスビルにおける電力需要カーブのイメージ

出典：資源エネルギー庁推計

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

空調、照明、OA機器で

約88%出典：資源エネルギー庁推計

オフィスビル
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卸・小売店の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調、照明、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）の
電力使用を見直すことが非常に効果的です。

の場合
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出典：資源エネルギー庁推計

空調

48%
照明

26%

ショーケース

6%
冷蔵庫

3%

OA機器 4%

その他
13%

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的な卸・小売店においては、
昼間（９時～1７時）に高い電力消
費が続きます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
20%程度になります。

平均的な卸・小売店における電力需要カーブのイメージ

電力消費の内訳 (ピーク時:14時前後)

電力消費のうち、空調が約４８％、照明
が約２６%、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショー
ケース等）が約９％を占めます。
これらを合わせると電力消費の約
83%を占めるため、これらの分野に
おける節電対策は特に効果的です。

平均的な卸・小売店における用途別電力消費比率

空調、照明、冷凍冷蔵で

約83%出典：資源エネルギー庁推計

卸･小売店
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食品スーパーの節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調、照明、冷凍冷蔵（冷蔵庫、ショーケース等）の
電力使用を見直すことが非常に効果的です。

冷蔵庫 7%

その他
17%

の場合
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出典：資源エネルギー庁推計

空調

25%

照明

24%
ショーケース

28%

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的な食品スーパーにおいて
は、昼間（10時～1７時）に高い
電力消費が続きます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
30%程度になります。

平均的な食品スーパーにおける電力需要カーブのイメージ

電力消費の内訳 (ピーク時:14時前後)

電力消費のうち、冷凍冷蔵（冷蔵庫、
ショーケース、ショーケース用照明等）が
約３５％、空調および照明(一般照明）が
約49%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約84%
を占めるため、これらの分野における節
電対策は特に効果的です。 

平均的な食品スーパーにおける用途別電力消費比率

空調、照明、冷凍冷蔵で

約84%出典：資源エネルギー庁推計

食品スーパー 
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※端数処理により合計値が100％とならないことがあります。





医療機関の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調、照明の電力使用を見直すことが非常に効果的です。

の場合
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その他
16%

出典：資源エネルギー庁推計

OA機器
4%

エレベーター
4%

空調

38%
照明

37%

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

電力消費の内訳 (ピーク時:14時前後)

電力消費のうち、空調が約３８％、照明が
約3７％を占めます。
これらを合わせると電力消費の約75%を
占めるため、これらの分野における節電対
策は特に効果的です。 

空調、照明で

約75%

1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的な医療機関（病院・診療
所等）においては、昼間（９時～
1６時）に高い電力消費が続き
ます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
40%程度になります。

平均的な医療機関における電力需要カーブのイメージ

平均的な医療機関における用途別電力消費比率
出典：資源エネルギー庁推計

医療機関
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ホテル・旅館の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調、照明の電力使用を見直すことが非常に効果的です。

コンセント
4%

の場合
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その他
31%

エレベーター
8%　

空調

26%

照明

31%

出典：資源エネルギー庁推計

1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的なホテル・旅館において
は、23時以降の深夜～朝6時頃
の夜間以外は高い電力消費が
続きます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
70%程度になり、昼夜間格差
は小さいです。

平均的なホテル・旅館における電力需要カーブのイメージ

電力消費の内訳 (ピーク時:14時前後)

電力消費のうち、空調が約２６％、照明が
約3１％を占めます。（左グラフの照明比率
の構成としては、概ね、客室：客室以外＝
１：７となっています。）
これらを合わせると電力消費の約57%を
占めるため、これらの分野における節電対
策は特に効果的です。 

平均的なホテル・旅館における用途別電力消費比率

空調、照明で

約57%出典：資源エネルギー庁推計

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

ホテル・旅館

［時刻］

﹇
電
力
消
費
比
率
﹈

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
110%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24





飲食店の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調・照明・厨房機器等（給湯・冷蔵庫・ショーケース等）の
電力使用を見直すことが非常に効果的です。
※ピーク時間帯が営業時間外の場合でも、ピーク時間帯の節電にご協力ください。

その他
3%

の場合
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出典：資源エネルギー庁推計

空調

46%
照明

29%

厨房機器等
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飲食店における電力需要カーブの事例1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

24時間型・昼型・夜型など営業種
別により営業時間帯が異なり、外気
温や入客状況に応じて電力消費の
状況が大きく異なります。
営業時間外の消費電力は営業時
間の最大消費電力に比べ、10%
程度になります。

飲食店における用途別電力消費比率の事例
出典：資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳 (ピーク時:20時前後)

電力消費のうち、空調が約４６％、照明が
約２９%、厨房機器等（給湯･冷蔵庫・ショー
ケース等）で約2２%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約97%を
占めるため、これらの分野における節電対
策は特に効果的です。 

空調、照明、厨房機器等で

約97%

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

飲食店

［時刻］

24時間型 夜～深夜型

朝～夜型 夜型
［時刻］

［時刻］ ［時刻］





学校の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
照明の電力使用を見直すことが非常に効果的です。

OA機器
6%
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出典：資源エネルギー庁推計

の場合

その他
7%

体育館

教室・職員室・廊下

照明＊

69%
空調 7%

動力
11%

1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

平均的な学校においては、昼間
（９時～1７時）に高い電力消費が
続きます。
夜間の消費電力は昼間に比べ
10%程度になります。

電力消費の内訳
(夏期就学日のピーク時 :14時前後)

夏期の就学日におけるピーク時は、照明が
約69%を占めています。
小口需要家（小、中、高校）においては、教室
部分に空調を設置していない場合が多いた
め、照明の比率が高くなっています。ただし、
空調を設置している学校については空調の
比率が高くなることに留意が必要です。

照明で 約69%

平均的な学校における電力需要カーブのイメージ

平均的な学校の夏期就学日ピーク時の用途別電力消費比率
※夏休み期間は、教室と体育館の照明比率が概ね逆転します。

＊照明の比率は、体育館:教室・職員室・廊下＝1：6となっています。

出典：資源エネルギー庁推計

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）
［時刻］

﹇
電
力
消
費
比
率
﹈

学 校

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
110%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24





製造業の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
生産用動力の稼働シフトなどにより
生産設備の電力使用を見直すことが非常に効果的です。

の場合

17

1日の電気の使われ方 (夏期のピーク日)
●昼間操業の需要家（一般的な稼働時間）
 主な業種：金属加工、自動車部品製造、
  電気・一般機械製造（組立）など
 負荷設備：生産機械、電気炉、空調・照明など

●昼夜連続操業の需要家（高い稼働時間）
 主な業種：食品加工、電気・半導体製造など
 負荷設備：生産機械、空調・照明、クリーンルーム、
  冷凍・冷蔵設備など

電力消費の内訳(ピーク時：14時前後)

電力消費のうち、生産設備が占める割
合が高いため、生産工程の節電対策は
特に効果的です。業種（生産品目）や必
要な生産環境（空調）に応じて電力消
費形態が異なります。

空調 照明

電気炉・電気加熱装置

その他生産設備等

冷凍機

コンプレッサ・ポンプ・ファン

業種別電気負荷設備容量構成比（例）

4%
3%

5%
5%

6%
2% 6%

4%

製造業

金属加工 食料品 出版印刷

46% 41% 43%

25%
10%

22%

13% 10%

9% 9%
8%

59%9%
10%

9%

13%

25%

8%
7%

7%

49%
11%
15%

9%
8%

48%

18%

13%

11%
58%

16%

10%

8%
8%

電気機械 一般機械 輸送用機械 左記6事例の平均

出典：資源エネルギー庁推計出典：資源エネルギー庁推計

今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時） 今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）
［時刻］［時刻］

空調・照明
生産設備

空調・照明

［kW］ ［kW］

生産設備

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2301 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 230
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ーオフィスビル 記入例ー
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0.30.3

0.7

5.3

0.7

5.3

独自の対策は、こちらの記入欄
にご記入ください。

本計画に盛り込む節電対策
を選びましょう（ ）。
※基本アクションはできるだけ
盛り込みましょう。
※実施できない対策を盛り込む
必要はありません。

合計欄に合計数値を
ご記入ください。

チェックした項目は数
字をご記入ください。

昨年夏ピーク比で△16.2%株式会社○○出版
節電 計子

昨年夏ピーク比で△昨年夏ピーク比で△19%株式会社○○商事△△営業所株式会社○○商事△△営業所
節電 大作節電 大作

節電効果は、一般に単純に合計
できませんが、本例では、他の
対策も盛り込むことにより、単
純合計した効果（△１９％）が達
成できると見込んでいます。

4分の1分の1

4分の1の照明を従来型蛍光灯かの照明を従来型蛍光灯からHf蛍光蛍光灯に交換する。に交換する。

1℃1℃

6
3
2

3

3

2

19

2

6

24％×（1/4）×40％=約2％×40％=約2％



20

2.2

16.2

0.60.6

43

25

10

4

1 1

7

13

5

8

2.2

3.8

2.3 2.3

3.8

0.30.3

0.7

5.35.3

0.7

5.3

8％×7％＝　　  ×  　　＝

　　　　  ＝0.56％

（小数点2位以下は四捨五入）

8
100

56
10000

7
100

※上記表の構成比をご参考いただき、「ピーク時間の電力消費内訳」欄に数字をご記入ください。
※不明な場合は、欄中に記載されている値をご使用ください。

表 業種別電気負荷設備容量構成比（例）

金属加工
食料品
出版印刷
電気機械
一般機械
輸送用機械

上記6事例の平均

13%
8%
13%
18%
6%
10%

11%

空調

4%
10%
7%
5%
16%
7%

8%

照明

3%
22%
4%
5%
8%
9%

9%

冷凍機

100%
100%
100%
100%
100%
100%

100%

合計

25%
10%
25%
11%
10%
9%

15%

コンプレッサ・
ポンプ・ファン

9%
9%
8%
13%
2%
6%

8%

電気炉・
電気加熱装置

46%
41%
43%
48%
58%
59%

49%

その他
生産設備 等

ー製造業 記入例ー (出版印刷の場合）　※飲食業の場合も、製造業の記入例をご参照ください。
●製造業の方は、左記のオフィスビルの記入例もあわせてご覧ください。　
●業種によって電力消費の内訳が異なるため項目によって計算が必要となってきます。
　①電力消費の内訳（％） × ②節電効果目安（％） = ③節電効果目標（％）
※記入は必須ではありませんので、不明の場合は空欄でも構いません。

昨年夏ピーク比で△昨年夏ピーク比で△16.2%株式会社○○出版株式会社○○出版
節電 計子節電 計子

昨年夏ピーク比で△19%株式会社○○商事△△営業所
節電 大作

4分の1

4分の1の照明を従来型蛍光灯からHf蛍光灯に交換する。

1℃

6
3
2

3

3

2

19

2

6

24％×（1/4）×40％=約2％

ピーク時間の
電力消費内訳
【構成比％】


